
●保育における食育実践・研究の動向

職務内容および職場環境の変化に伴う給食スタッフの苦悩と意識変容のプロセス
：認定こども園に勤務するS氏の事例

境愛一郎(宮城学院女子大学)・栗原啓祥(認定こども園 清心幼稚園)・山田徹志(玉川大学)

保育者と給食スタッフが
連携した組織的な実践

連携の状況や方法に関する研究

保・栄連携による食事マナー指導
(會退・赤松 2016)

保育者が栄養士に求める役割の調査
(西尾・佐藤・小塚・杉村 2012)

栄養士が保育に参加する意義の考察
(小田・井坂・新明・窪田 2011)

食育活動と栄養士の関わりの実態調査
(上杉・稲葉 2013)

「食育基本法」
（2005）

職場における地位や専門性の揺らぎ？

調理や献立作成に対するスタンスの変化？

先行研究では給食スタッフの経験や意識への言及が乏しい
（実践研究＝保育者・子ども中心、質問紙調査＝実践状況中心）

●実践の変化が給食スタッフに意味するもの

食

「保育所における食育
に関する指針」
（2004）

「食育推進基本計画」
（2006）

「保育所保育指針」
（2008）

保育・食育
実践的観点から
給食スタッフに
保育への貢献
を求める論調

職務内容の変化 職場環境の変化 人間関係の変化 現場方針の変化

変化に晒された給食スタッフはそこで何を経験するのか？

共生的な給食実践のための課題

給食スタッフが経験すると考えられる変化

目的

職務内容・職場環境等の変化に直面した際の給食スタッフの経験や意識変容のプロセスを描き出す
※

※栄養士、調理員など給食調理等に関わる人員の総称

●対象者の選定と概要方法

食

対象：S氏（20代）
資格：栄養士（短大）、調理師（実務）
現職：私立の認定こども園で勤務

献立・調理の総責任者として3年目
職歴：特別支援学校（3年）→児童養護施設（1年）
選定理由：複数の施設を渡り歩き”変化”を経験

●インタビュー

方法：半構造化面接（約85分）
主な質問項目：
①現職に就いた理由や学歴・職歴
②以前の職場での業務内容と経験
③現在の職場での業務内容と経験
④総括と今後の展望など

●データの分析とTEM図作成

①インタビューデータの文字起こし
② SCAT（大谷 2011）を用いてデータのス
トーリーライン・理論記述の作成

③②に基づきS氏が栄養士を志してから
現在の状態に至るまでの経験のプロ
セスをTEM図化（サトウ 2007）

S氏が給食スタッフとしての柔軟性と向上心を獲得するまでのプロセス結果

考
察

分岐点S氏の経験 S氏が採り得た別の選択肢 必須通過点 等至点（現在の状態） 両極化した等至点 SD＝社会的方向付け SG＝社会的助成

・勤務先に保育施設を選択する給食スタッフの根本的価値観として存在する「子ども志向」

・確立された給食スタイル（献立作り・衛生管理の基準等）は頑強で変化への適応を妨げる

・同僚、保育者、子どもなどの人的環境が給食スタッフのモチベーションと向上心に影響

・変化や新奇な要素に対する柔軟性・適応力は経験のなかで獲得される

●給食スタッフの経験の質を左右する要因とし
て「子ども志向」・給食スタイル・人的環境・経験

・日常業務のなかでの充足が価値観の発展と自己への肯定を促す

●安心できるチャレンジングな環境と食べ手から
のフィードバックが給食スタッフのパフォーマンス
と専門性の向上につながる

●栄養士と調理員の間でギャップが存在？


